
令和７年度 協働活動支援員等研修会

～参加者の声～
・子供の気持ちを考えて行動することや、お話しを相手から聞いてお互いが納得し、
楽しく過ごせるように私達が見守りたいと思います。

・～べきという気持ちが強いので、そこを取り払いたいと思いました。講師の先生が活
き活きとされているので、楽しく研修会に参加できました。

・とても勉強になりました。子どもだけでなく大人でも認められることは嬉しいので、
周りの方を認め、常にプラスの眼鏡でいられるようにします。

・グループの人とのコミュニケーションもとれ、話も聞けて、とても勉強になりました。
今後の支援員としての活動に役立てていきたいと思います。

・紙コップのフリスビーも作りやすく、材料費も安く考えられていてとても良かったです。

主 催：群馬県教育委員会 主 管：東部教育事務所

子どもや保護者との効果的なコミュニケーションを学ぶ
～信頼関係の向上に向けて～

講 師

令和７年度協働活動支援員等研修会が、７／９（水）に東毛青少年自然の家に
て、放課後子ども教室、放課後児童クラブ関係者、行政関係者等を対象に実施さ
れました。
講演では、セミナーや研修会でご活躍する「ＴＥＲＵコミュニケーションス

テージ」の渡辺照子先生から、コーチングというコミュニケーション手法を活用
し、子供や保護者との信頼関係のつくり方をご教授いただきました。また、アイ
スブレイクやロールプレイを交えながら、基礎知識から具体的な場面対応など、
分かりやすくお話しいただきました。
ワークショップでは、「ディスクゴルフ」を東毛青少年自然の家の指導主事

小越豪先生から紹介していただきました。ディスクは、紙コップ２つを組み合わ
せて簡単に作ることができます。実際に体験しながら、遊び方の工夫についてご
説明いただきました。身近な材料を使って、明日から使える取組として、これか
らの夏休みに、役立てていただける体験でした。
お忙しい中、御参加をいただき、大変ありがとうございました。

講 演

ワークショップ 明日から実践できるクラフト体験活動

講 師 東毛青少年自然の家 指導主事 小越 豪 氏

ＴＥＲＵコミュニケーションステージ
代表取締役 渡辺 照子 氏
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